














This paper examines the relationship between leadership and language skills. The
term "leadership''refers to leadership in the business context, and "language skills"
means words as tools to. express one's thoughts. A business leader is expected to
set corporate goals, motivate the employees, achieve the goals, and enhance
corporate value. This can be achieved in part through the leader's language skills:
the leader needs to send a clear, credible and courageous corporate message;
motivate employees at an emotional level; achieve corporate goals through
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(separate people from problems)
●　自己の立場でなく、何を達成したいか、に焦点を合わせる
(focus on interest, not position)
●　まずは互いにとって有益な複数の選択肢を想定し、決定は後にする
(invent options for mutual gain)
●　客観的基準に基づき交渉することを主張する









時間が経っと、 「交渉のための交渉」 (negotiation for the sake of negotiation)を行う
リスクが生じる。しかし、場当たり的な交渉は良い結果を生まない。良き経営者に求められ
る能力は、困難な交渉状況においても、交渉日的(会社の利益)を忘れず、冷静に交渉を進
める(中断する)ことであろう。
5.会社価値向上(維持)と言語技術
経営者は、企業価値を高めるために外部に対して会社を宣伝・アピールし、適正な評価を
してもらわなければならない。会社がどれだけ良い営業成績を残しても、この事実が外部に
充分評価されなければ、リーダーとして責任を果たしたとは言えないからだ。また、企業が
当初掲げた目標を達成しなかった場合、このインパクト(企業価値の低下)を防ぐのも経営
者の重要な役割である。上場会社の場合、外部による企業の評価は、株価という形で最も顕
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著に表れる。また、 Moody'SやS&P等の格付け機関による格付けも、会社の価値を表す重
要な指榎である。
株主が会社のリーダーと直接接触し、会社の業績および将来展望の説明を受けるのは、株
主総会および多くの企業が近年開催している株主総会後の株主懇談会の場である。日本企業
の株主総会では、株主による質疑応答時間が設けられているものの、会場からはそれほど多
くの質問がなされないのが実態だ。大半の株主総会が1時間以内で終了するようである。短
時間に開催される株主総会において、会社の現状を要領よく把握してもらうために社長に求
められる言語技術は、次の三っに集約されるのではなかろうか。
●　リーダーとしての自信が溢れるように話し、株主に信頼感・安心感を与える
●　会社の実態を理路整然と説明する(株主の理性に訴える)
●　当然、 (服装を含め)見た目も株主に信頼感を与える
これらの三つの要素は、冒頭記載した三カテゴリー(即ち、話す行為に直接関係するもの、
思考に関係するもの、話す行為を補うもの)全てを網羅する。
株主総会自体において、マネジメントと株主の実質対話は無いことが多い。機関投資家は、
経営者が論理的に会社のビジネスについて説明をすれば満足するかもしれない。しかし、株
主総会に出席する個人株主の多くはその会社の支援者である(元従業員の場合もある)。こ
れらの株主は、単に会社の数値的価値を見て投資しているのではない。その会社、又はマネ
ジメント・ポリシーを気に入っているがため、株主になっている場合が多く、経営者との対
話を楽しみにしていることが多々ある。しかし、株主総会が従来通り短時間で終了し、実際
に質疑応答できるような雰囲気でない場合、個人株主は自分の意見を述べる「場」がない。
株主総会中、株主はさまざまなことを頭の中で患っているに違いないが、これらを発散する
ことができないわけだ。そこで、株茸総会後の株主懇談会が重要な役目を果たす。経営者と
インフォーマルに話しをできる(株主が発散できる)場を設けることで、それまで聞き役に
回っていた株主に一定の満足感を与えるのである。
格付け機関とのコミュニケーションも、その重要性が近年さらに高まっている.何故なら、
会社の格付けはJある数学的なフォーミュラに基づいて機械的に計算されるだけではなく、
アナリストによる評価に影響されるからだ。従い、いくら企業の業績が良くとも、格付けの
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向上に必ずしも結びつかない場合がある。例えば、それまで経営が低迷していた会社の決算
が改善した場合、アナリストと経営者との間でこの事実に関する評価が異なる場合が想定さ
れる。アナリストは、この結果は一時的なものであり、会社が完全に回復段階に入ったとは
認められない、と考えるかもしれない。他方経営者は、この結果こそが、会社が低迷期を脱
した表れであると主張するであろう。このことをアナリストに対して如何に説得できるかは、
経営者の説得力による。アナリストが企業を充分に理解し、適正に評価できるように、経営
者は会社の現状を論理的に説明し、必要な情報を提供し、質問に明確且つ論理的に答え、ア
ナリストの理性を満足させなければならない。即ち、アナリストが会社の格付けを上げるに
値するだけの根拠を、経営者の言語技術を通じて示す必要性がある。
メディアとの関係も、企業価値を向上するために大変重要である。新聞や雑誌の読者は
「物語」を要求しており、新聞や雑誌記者もこれに応えるためにスト-I)一性のあるニュ-
スを探している。企業のプロフィールを記者に取り上げてもらい、紙面上の会社露出度を上
げるために、経営者は記者の注意をそらさず、心をとらえて話す能力を必要とする。いわば、
記者を通じて読者に語りかけるわけだ。また、不祥事など、企業にとって報道を避けたい事
態が生じた場合においても、経営者の言動が聞き手による会社の評価を左右する。論理的な
説明のみでは、聞き手の感情に訴えることが出来ない。他方、謝罪ばかりでは、不祥事への
対応が具体的でないために、聞き手の非難を受ける結果となりうる。このような非常事態に
おいて人の心に訴えながらも、不祥事対策を明快に説明できることが、経営者に求められる
リーダーシップであろう。
6.おわりに
リーダーシップと言語技術には密接な関係が存在する。しかし、良きリーダーになるため
に言語技術を身につけるには、なにをすればよいか。言語技術は、自然に身につくものなの
であろうか。自然と言語技術を身につけることのできる器用な人間も稀に存在するかもしれ
ない。しかしながら、大半の人は言語技術を学問として勉強した上で、これを練習・実践し、
第三者からレビュー(評価)されることで自己のスキルを磨いていくものである。
自分がどのように見えているかは鏡を見ないとわからない。自分を良く見せるために、多
くの人は鏡の前で洋服を点検したりミ雑誌のファッション記事を読んだりして勉強するもの
である。また、自分がどのように見えるか人の意見を求めるかもしれない。洋服がその人を
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表現する以上に、言語技術は自分を表す。つまり、我々が言語技術を向上させるには、勉強・
実践・第三者による評凧(フィードバック)が不可欠である。経営者となる人間は、自己の
役割(組織目標を掲げ、社員のモチベーションを高め、目標達成し、外部から高評価を受け
る)を遂行するにあたり、広い意味での言語技術を習得することが特に要求される。
言語技術の習得方法には、パブリック・スピーキング、ロジックの組立方、ネゴシエーショ
ン(模擬交渉)の練習等、さまざまなものがある。これらの習得方法と教育の相関関係につ
いては、改めて論じることにする。
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